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１．経営理念 環境方針 

１－１．経営理念 

     「本物を創る」 
日本特殊光学樹脂株式会社は、「本物を創る」という社訓のもと、社員が一丸となって、「本物」のモノづく

りに取り組んでいます。他ではできない、最高の品質・性能の製品生産を日々追求し、常に工夫を、挑戦を、忘

れずに、最先端の加工技術で、お客様のご要望にお応えします。 

同時に地球環境への配慮、個人情報の保護など、「本物」を創造する企業に必要不可欠な要素も経営の最

重要課題の中にあげ、「本物の町工場」を目指す。 それが日本特殊光学樹脂株式会社の経営です。 

１－２．環境方針 

NTKJは高度な製品を世に送り出すとともに、地球環境の保全にも取り組み、豊かで快適な地球環境を次世

代に引き継いでいくことを責務と考え、以下環境方針を定め、企業として社会に貢献し、事業活動に伴う環境

負荷を改善するために、次の取り組みを継続して行うことを誓約いたします。 

・生産工程における歩留向上 

・二酸化炭素排出量の削減 

・排出物の分別による再資源化と廃棄物の削減を推進 

・節水による水使用量の削減 

・製品に含まれる化学物質の管理の徹底 

事業活動に伴う環境関連法規等を順守します 

・地域活動における環境活動に参加し、社会貢献活動を推進します。 

・教育・訓練により、従業員の環境に関する知識と意識を高めます。 

・環境方針を公開し、全従業員に周知します。 

１－３．リサイクル・リユース 

当社からの廃棄物を極力低減し、リサイクル活動に努めます。 

・プラスチック原材料のリサイクル・リユース 

・金型原材料のリサイクル・リユース 

・産業廃棄物の分別による資源のリサイクル 

従業員の環境への意識を高め、全員で環境問題に取り組みます。 

2021年 6月 1日改定 

代表取締役 佐藤公一   
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２．事業活動の概要 

２－１．事業活動の概要 

日本特殊光学樹脂株式会社(NTKJ)は，高精度プラスチックレンズメーカーとしてフレネルレンズ，レンチキュ

ラーレンズ，平面プリズム，リニアフレネルレンズ，フライアイレンズ，導光板、非球面レンズなどプラスチック製

光学部品に関して、小型の製品から、超大型の製品まで特殊レンズの製造・販売を行っております。 

２－２．事業所名および代表者名 

事業所名： 日本特殊光学樹脂 株式会社 

代表者名：  佐藤 公一 

２－３．所在地 

本社：       東京都板橋区蓮根 2-16-10 

熊谷工場：      埼玉県熊谷市御稜威ヶ原 138-6 

２－４．環境管理責任者氏名および連絡先 

責任者：    佐藤 章志 

連絡先： info@ntkj.co.jp 

２－５．事業の規模 

資本金：     1000万円 

従業員数：        31人 (2024年 5月末時点) 

設立：           1978年 6月（昭和 53年） 

工場延べ床面積：   7,700m2 

２－６．認証・登録の対象組織・活動 

登録組織名：  日本特殊光学樹脂株式会社 

関連事業所：  本社事務所 

           熊谷工場 

活動：      プラスチックレンズ及び金型の製造販売  

mailto:info@ntkj.co.jp
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３．組織 

３－１．実施体制図 

 

３－２．各役割の責任と権限 
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４．環境目標とその実績 

４－１．目標値と実績値 

生産量増加により使用エネルギーが増加したため、生産量の統計がとれている 2019年度を基準年度 

とし、各項目で原単位を計算。 

中長期目標として「2025年度までに各項目を 80にする」と新たに目標を設定した。 
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５．環境活動の取り組み結果とその評価 

５－１．歩留（直行率）向上 

歩留では端材などがあり指標として適さないので、より直接的な数値として直行率を[生産量/材料使用量]と

昨年から再定義し、2019年度に遡って新たな定義で算出した値を 100 とした時の原単位を 2025年度までに

80にする、と定めた。 

■主な取り組みと効果/進捗 

 

■実績値 

 

 
■評価 

・2019年度を基準（100）として、今年度の原単位指数 128 であった。目標値の 87 をクリアすることが 

できなかった。 

・2023年 9月～2024年 3月 橋脚レンズ生産（売上計上なし）の影響が大きいと感じます 

・歩留りの悪い お客様要求製品が増加。 

 

■次年度の取り組み  

・成形良品率の向上 ： 不具合の削減（品質基準の見直し、ターゲット不具合の選定、削減） 

・生産の効率化 ： 作業員の熟練度向上による生産性の向上を目指す 

・各工程にて不具合発生を把握、改善、有効性を集計する 
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５－２．二酸化炭素排出量削減 

[二酸化炭素排出量/生産高]で「生産高当たりの CO2排出量を算出。これを指標とし、2019年度を 100 と 

した時の原単位を 2025年度までに 80 とする。 

 

■主な取り組みと効果/進捗 

 

■実績値 

 

 

 

 

 

 

127→125 
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■評価 

2019年度を基準（100）として、今年度の原単位指数は 120 であり、目標値 87 をクリアすることができ 

なかった。2019～2023年度の CO2排出量を比較すると、2019年度が最も低く、それを基準としているため 

原単位指数の目標値を達成することはなかなか難しいと判断する。 

成形工場と金型工場の電力量に着目すると、昨年と比較して 11.55％ 削減できた。2024年 1月に導入 

した太陽光発電の効果が出始めていると考える。さらなる電力量削減、CO2排出量の削減が期待できる。 

引き続き、来年度の目標値達成に向けて、エネルギーの効率的な使用に努める。 

 

■次年度の取り組み 

・不使用照明の消灯（休憩時間の消灯） 

・空調機器設定温度の管理 

・生産現場のエネルギー利用の効率化、輻射熱の削減/設備関連機器の点検清掃 

・エコドライブ啓蒙活動 

 

５－３．ゴミ排出量削減 

[ゴミ排出量/生産高]で「生産高当たりの廃棄物排出量」を算出。これを指標とし、2019年度を 100 とした 

時の原単位を 2025年度までに 80 とする。 

 

■主な取り組みと効果/進捗 

 

■実績値 

 

 

当初設定した「自販機購入者は自販機

回収 BOXを利用」を削除し、「廃資材の

リサイクル」と「簡易梱包化」の二つとい

たしました。 
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■評価 

2019年度を基準（100）として、今年度の原単位指数は 205 であり、目標値 87 をクリアすることができ 

なかった。今年度も引き続き、大規模工場修繕に伴う不要物の処分が大量に発生したことが要因として挙 

げられる。 

機密文書や古紙の廃棄も発生したが、可燃ごみとして廃棄するのではなく、廃棄業者へ依頼し再資源化に 

努めた（700kg）。今後も再資源化が可能なごみを適切に分別し、可燃ごみを減らす工夫を続けたい。 

 

■次年度の取り組み 

・資材等のリサイクル活動の促進、リサイクル業者の積極的な活用（ビニール/段ボール/コピー用紙） 

・梱包材のリユース 

 

５－４．水使用量 

[水使用量/生産高]で「生産高当たりの水使用量」を算出。これを指標とし、2019年度を 100 とした時の原 

単位を 2025年度までに 80 とする。 

 

■主な取り組みと効果/進捗 

 

■実績値 
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■評価 

2019年度を基準（100）として、今年度の原単位指数は 122 であり、今年度の目標値である原単位指数   

87 をクリアすることができなかった。7月の使用量が 90㎥ と通常より多い（そのほか 5回分の使用量の 

平均が 68㎥であった）。設備からの水漏れが疑われる。 

大規模工場修繕により、設備や配管の修繕が徐々に行われており、そういった漏水による使用量増加は 

徐々に低減すると考える。 

引き続き、来年度の目標値達成に向けて、節水などに努める。 

 

■次年度の取り組み 

・蛇口付近に節水表示をして啓蒙活動 

・水使用量を継続的に監視し、漏水有無の割り出しと改善 

・水活用設備の定期的な点検実施 

 

５－５．化学薬品使用量 

[化学薬品購入量/生産量]で「生産量当たりの化学物質使用量」を算出。これを指標とし、2019年度を 100 と

した時の原単位を 2025年度までに 80 とする。 

■主な取り組みと効果/進捗 

 

■実績値 

 

 

 

 



 

10 

 

■評価 

2019年度を基準（100）として、今年度の原単位指数は 93 であり、今年度の目標値 87 をクリアするこ 

とができなかった。しかし、基準年度の生産量あたりの化学物質使用量よりも 7％削減しており、年間の購 

入力も減少している。 

従業員に対して、化学薬品の危険性及び適切な使用に関する声掛けを進めてきた結果であり、その効果が 

表れたものであると考える。 

引き続き、来年度の目標達成に向けて、化学薬品の節約などに努める。 

 

■次年度の取り組み 

化学物質の効率的な使用 

 

５－６．その他の取組 

■新入社員教育の実施 ： 12名 

 新入社員の入社時に、環境教育を実施。 

 ＜内容＞ 

  ・SDGsの説明 

  ・環境に配慮した経営について（CSR） 

  ・エコアクション 21について（当社の環境経営方針、組織体制、取組状況） 

 

■全体教育の実施（年 1回 定期教育） 2024年 1月 19日 

 新年仕事始めの会のなかで、代表より、今年度の環境への取組みについて発表を行った。 

 会社全体で環境活動に取り組むことを改めて周知。 

＜内容＞ 

  ・NTKJにおけるエコアクション 21の取組み説明。 

  ・ごみの分別、製品を加工することで排出される端材のリサイクルを徹底する。 

  ・太陽光発電の導入による CO2削減について（工場修繕の一環） 

  ・客先からもグリーン調達を求められている。環境に配慮した購買に努める。 

 

■機密文書、古紙の再資源化 

  2024年 7月に長年、書庫に保管されていた機密文書や古紙を廃棄予定⇒再資源化 

 

■緊急地震速報による避難訓練 ： 2024年 5月 8日 

 従業員に以下を意識して取り組んでもらうことができた。 

・防災に対する意識を高め、自分の身を守るために正しい緊急避難の方法を身に付ける。 

・地震時の避難の仕方について理解し、安全な行動がとれるようにする。 

・通報をよく聞き取り、安全かつ速やかに指示された場所へ避難することができるようにする。 
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■SDGｓへの貢献 

 2023年度は 11のゴール に貢献しています。 
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６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

  環境法規制違反、及び、関係機関からの指摘及び訴訟はありません。 
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工場長が追記してくださった、水

銀の情報を加味した法令順守の票

を入れ込んでおります。 
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７．地域環境活動への参加 

 

毎年 2回実施される工業団地内のゴミゼロ運動に参加し、工業団地内のゴミを収集 

今年度は、2023年 11月 21日に参加、2024年 5月は開催がなかった。 
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８．代表者による評価 

【環境管理責任者の総合コメント】 

■直行率、二酸化炭素排出量、ごみ排出量、水使用量、化学薬品使用量のすべての項目で、今年度目標とする原単

位指数 87 をクリアすることができなかった。削減を目標に活動を継続しているが、目標値の設定を見直す必要が

ある。 

■ゴミ排出量については、昨年度からの増加が見られ、今年度も改善が見られなかった。大規模工場修繕に伴う、廃

棄物の増加がその一因として考えられるが、今後も排出量を抑える、あるいは資源化が可能なゴミについては積極

的に資源回収に出すなど、再資源化を意識した取り組みも加えていきたい。 

■主な環境関連法規に関する違反はないが、法令の改正については適時情報を収取し、最新の法令に沿った体制づ 

くりに努めたい。 

■近隣住民からの苦情はない。また、関係当局や工業団地会からの指摘もない。 

■新規従業員へは、入社時の研修にてエコアクション 21に関する取り組みの説明など、教育を適時実施している。 

■熊谷工業団地会のゴミゼロ運動だけでなく、当社独自の地域活動なども検討したい。 

 

【代表者の総合コメント】 

■直行率、二酸化炭素排出量、ごみ排出量、水使用量、化学薬品使用量のすべての項目で、今年度目標とする原単

位指数をクリアすることができなかったのは非常に残念であったが、取組みとして効果的であった点、努力が足りな

かった点などを精査して次年度以降の取組みに活かしてもらいたい。目標値の変更を検討に加え、より現実に即し

た効果的な取り組みを、全社一丸となって検討してもらいたい。 

■ゴミ排出量については、ゴミの排出に関する社員の意識のすり合わせをする機会をもうけ、一人一人が環境経営 

に取り組んでいく意識の醸成を目指すこと。一般ごみだけでなく、プラスチックのリサイクル量や産業廃棄物の数値 

も見ていく必要あり。 

■法令遵守が求められる環境下においては、常に最新の情報をキャッチアップする体制を構築し、その継続維持に努

めること。 

■近隣からの苦情がないことは評価できる。引き続き、外部から苦情があった場合には耳を傾け、近隣企業との関係

を良好に保ち、異常発生時には社内での確認のみならず、外部からも速やかに指摘してもらえる環境を整えておく

ようにすること。 

■異常発生時には、速やかに対処、行動できるように体制を構築、その継続維持に努めること。 

  2024年 5月に実施した避難訓練を今後も定期的に実施してもらいたい。 

■新規採用の社員も増加傾向にあり、全社員が環境経営に関する共通認識を持てるよう教育研修を実施し、資料の

アップデートを行うこと。一人一人に身近な SDGｓ目標を設定してもらい、取り組んでもらってはどうか。 
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